
～町の歩みと共に～

　昭和28年１月１日、「笠松町報」創刊号を発行して以来57年。
　現在は、「広報かさまつ」と名称を変え、今月号で1000号を迎えました。
　そこで、このページでは創刊号から200号単位で発行した広報紙の表紙とその年の町の主な出来事を
ご紹介します。
　町では、町の出来事や情報をお伝えするため、広報紙のほか防災行政無線放送や公式ホームページな
どを活用しています。みなさんの意見を広く聞き、より効果的な広報活動を行うため広報モニターを設置
しています。興味のある方は、企画課（☎388－1113）までご連絡ください。

（町報抜粋）創刊に際して
　「・・・「知らしめず依らしむべし」の大名政治のあり方でなく飽くま
で充分知らしめて然して協力を求むべき所謂民主的であり、ガラス張り
の透る町行政を行ふ事が必要であり其の一環として此の度「町報」を発
行する事に致しましたのであります・・・」と、時の町長　梅田啓一 氏は
述べていました。

　ふるさとの伝統民芸がつぎつぎと失われていく中で「先輩たちの伝
えた伝統を絶やすまい」と、地元円城寺で半世紀ぶりに雨乞い踊りが
復活し氏神の神社に奉納されました。同年４月の笠松まつりでは、いつ
までも長く子孫に受け継がれていくように…との願いを込め多くの観
衆の前で、八幡神社に奉納されました。
　平成元年に「円城寺の芭蕉踊」の名称で岐阜県重要無形民俗文化財
の指定を受け、現在は円城寺芭蕉踊保存会が中心となり地域の手で受
け継がれており、毎年８月22日の秋葉神社の祭礼に奉納されています。

　岐阜県広報協会の広報コンクールで広報紙（特選）、一枚写真（入
選）、組写真（入選）と三部にそれぞれ入賞しました。

　全県下365消防団から選ばれた48団体に、羽島郡代表として選抜さ
れた笠松町消防団は、「自動車の部」25団体中第7位の成績を収めまし
た。当時の消防団員のあつい信念は、現代の消防団員へ脈々と受け継
がれています。

１月 「笠松町報」創刊号が、発行されました。

１月　半世紀ぶりに「円城寺雨乞い踊り」が、復活しました。

５月 「広報かさまつ」が、広報三冠王を獲得しました。
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５月　県下消防操法競技大会「自動車の部」で第７位の栄光
　　　に輝きました。

第１号

　北及堤外の緑地公園内に、ハードコート３面が完成しました。現在は、オ
ムニ（砂入り人工芝）コートとなり４面に増設されています。

　この年、木曽三川は治水100年を迎えました。木曽三川36景は、これを
記念して募集されました。トンボ天国は、「ふるさといきものの里」や「岐阜
県の名水」、「ぎふ・ふるさとの水辺」にも選ばれており、現在も皆さんの
憩いの場、自然とトンボの研究、観察の場として親しまれています。

４月　緑地公園内テニスコートが、一般開放されました。

３月　町歴史民俗資料室が、笠松小学校内に開設されました。

４月　町防災行政無線が開局されました。

１１月　「笠松大名行列お奴」が、岐阜県重要無形民俗文化財に
　　　指定されました。

４月　松枝公民館が、完成しました。

10月  町制施行90周年記念式典が、挙行されました。

１１月  下羽栗会館が、完成しました。

　昭和60、61年度と「体力つくり国民運動モデル町」の指定を受け、これ
を契機に町をあげて、体力つくりや町民の健康意識向上に成果をあげたこ
とが認められての受賞でした。

９月　笠松町は、体力つくり国民会議議長賞を受賞しました。
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第200号

　中央公民館とともに社会教育の場として、松枝地域に開設されまし
た。松枝公民館には松枝支所や松枝簡易郵便局（現在は廃止）も置かれ
ました。

　明治22年町政を施行して以来、この年の７月１日に町政施行90周年
を迎えました。笠松町民憲章の制定、かさまつの民話「昔むかし」の出版
や「新笠松音頭」の創作などの記念事業がありました。

　社会教育の場として、松枝公民館に続き下羽栗地域に開設されまし
た。これにより、小学校区に一つの公民館が実現しました。
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第400号

　貴重な歴史や文化を後世へ継承し、保存するために設置されました。現
在は下本町へ移転し、名称も「歴史民俗資料館」となっています。

　親局（役場）、屋外子局（町内９カ所）が設置されました。
　その後、個別受信器を各家庭に設置し、直接、情報をお届けできるよ
うになりました。

　指定を受けたのは、行列の先頭近くの「奴の毛槍振り（踊り）」です。
６、７人の奴が大羽熊、大鳥毛といった毛槍を独特の掛け声で投げ渡す
様子は、全国的にも例のない妙技といえます。
　現在は大名行列お奴保存会が伝承に努めており、毎年４月の笠松春ま
つりで八幡神社に奉芸されています。
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第800号

第600号

1000号

を発行
「広報かさまつ」

４月　木曽三川36景に、トンボ天国と河跡湖が選ばれました。
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